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みどりの食料システム戦略の文脈においては、環境と調和のとれた食料システムの確立の

ため、気候変動下における食料生産安定化に対する方策検討が必要である。そのために

は、気候変動影響の定量的な評価に基づいて作物生産戦略を設定することが必要である。

作物生育に対する気候変動影響を求める際には、作物生育モデルを用いて収量変化を予測

する手法がとられている。一方で、作物生育に対する影響について全国レベルでの傾向を

定量的に把握することができるものの、地域スケールの土壌環境や農耕習慣の地域性など

の個別状況をモデルに反映させることができていないということが課題であった。プロセ

スベースの作物生育モデルによって、温暖化による変動気候に対する農作物収穫量の応答

性を担保しつつ、着目する地域状況に即した未来予測を行うためには、地域特性の作物生

育モデルへの組み込みと生育と因果関係がある地域状況のデータ基盤の整備が必要であ

る。 

そこで本研究では、プロセスベースの作物生育モデルに気候変動影響に加え、地域特性と

して土壌情報を組み込んだデータを生成し、着目する地域状況に即した農作物収穫量予測

を実現するシステムを構築した。本発表は、構築したシステムを用いて、過去データを用

いた妥当性検証と気候変動下の収量予測を行う。 

利用した作物生育モデルと入力データについて概要を述べる。作物生育モデルについて

は、FAO(国連食糧農業機関)プロセスベースの生育モデルである、AquaCrop[1]を採用し

た。気候データについては、日本域の大規模アンサンブルデータである d4PDF[2, 3]を採

用した。気候データは、４℃、２℃、１.５℃上昇実験及び過去実験の四パターンについ

て、最高・最低気温、降水量、蒸発散量を取得した。土壌データについては、日本全域の

土壌データである農研機構インベントリー[4]から取得できる「土壌図」と「土壌特性数

値地図」を組み合わせたマップを採用する。土壌データは、飽和水蒸気量と透水率を取得

した。気候データと土壌データの座標系の紐付けを行い、気候データのグリッドに合わせ

た地域特性データを作成した。 
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図：地域特性データを用いた一年間の農作物収穫量予測結果（左：1951-1952 年、中央：

1985-1986 年、右：2010-2011 年）。灰色部分は気候データに対応する土壌データが欠損し

ている地点を示している。 

Figure：Results of one-year crop yield forecasts using regional characteristics 

data (left: 1951-1952, center: 1985-1986, right: 2010-2011). Gray areas indicate 

locations where soil data corresponding to climate data is missing. 

作成した地域特性データを用いて、1951-1952 年、1985-1986 年、2010-2011 年について

一年間の農作物収穫総量を計算した結果とその分布を図に示す。また、講演においては過

去の収量実績を用いた AquaCrop のキャリブレーションを行ない、温度上昇実験の各条件

下における作物収量に対する温暖化と地域特性影響について考察する。 
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